




























































One night as he sat at his table head on hands he saw himself rise and go. One night or day. 
For when his own light went out he was not left in the dark. Light of a kind came then from 









“One night or day”（ある夜か昼）という箇所に注目すると、それは草稿のひとつでは、“So 
dark is his windowless cell that no knowing whether day or night” （窓なき小部屋の中にあり暗く昼
か夜かも分からず）となっている11。“window･less”という「窓」を喚起しつつ、すぐさま掻き消さ




























いう男が、飼っていたオウムのポリーに,“Nihil est in intellectu, etc.”を覚えさせようとした。ポリー






















Murphy avait occupé à Hanovre, assez longtemps pour faire l’expérience de tous ses avantages, 
une mansarde dans la belle maison renaissance de la Schmiedestrasse où avait vécu, mais sur-










天窓」（a small frosted skylight）が設えてあり、奇妙にもこの天窓からは外の風景は見えない。草稿







form that accommodates the mess）をさがすこと、それが今日の芸術家の使命だ」という後年のベケッ
トの言葉を想起させる20。ここに読みとるべきは、「予定調和」と「自由／混沌」のせめぎ合いである。
３.２　小説『モロイ』（Molloy 1951（仏）; Molloy 1955（英））
ぼくの頭の中にはいくつもの窓がある、それは分かっている、しかし多分それはいつも同じ窓で、





















オリジナルのフランス語版Fin de partieの最初の手書き草稿、およびタイプ草稿には、“La nature 





HAMM Qu’est ce qui se passé? / What’s happening? どうかしたのか？







































４． 増殖と収斂：小説『伴侶』（Company/ Compagnie, 1980） / テレビ作品『夜と夢』（Nacht 
und Träume , 1983）26
ベケットが監督したテレビ作品『夜と夢』の映像では、一人の
男Ａが机に向かい俯いている。背後の壁にはあわい光が窓をかす














viser devising it all for company” （すべてを自分の伴侶として想像する、想像された、想像するもの）
である27。　









“Speech overheard by A overheard by B described by C, i.e. recta converted to oblique. A, B, C, 
one & the same.” （ Aによって聞かれた話を、さらにBによって聞かれ、Cによって語られる、
すなわち、辺が斜辺に変換される。A, B, Cは一にして同一,  MS-UoR-2901） 
その『伴侶』にも「窓」は登場する。生の記憶の逸話が十話ばかり折り込まれ、ベケットの生家フォッ
クスロックのクールドライナ邸とおぼしき家の窓が描かれもする。暗闇で語られる生の記憶は、光に
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